
（別紙様式４）
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単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 62 単位 8 単位 49 単位 18 単位 0 単位 0 単位

90 人の内数 1 人 人 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 4

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）
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単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）
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人
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人
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令和5年10月１日

812-0016

092-415-2023
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人麻生塾 昭和26年3月12日 理事長　麻生　健 福岡県飯塚市芳雄町3‐83
820-0018

0948-25-5999

ASOポップカルチャー専門学
校

平成30年3月8日 瀧口　博俊 福岡県福岡市博多区博多駅南1-13-24

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

文化・教養 文化・教養専門課程
コミックイラスト科
（アニメコース）

令和元(2019)年度 - 令和2(2020)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的 アニメーション制作に関わる全般的な技術を実践的なワークフローを通して学び、業界の即戦力として活躍できる作画力を持ったアニメーターを育成する。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

取得可能な検定：色彩検定
2023年度新設コースのため中退率なし

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

2 昼
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和4年度卒業生）

0
■地元就職者数 (F) 0
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 0

0

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 0
■就職希望者数 (D)　　　　　： 0
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和５年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

2

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/

0
■進学者数 0
■その他

2023年度新設コースの為卒業生なし

0

うち企業等と連携した演習の授業時数 0

うち必修授業時数 20

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総授業時数 75

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 2

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等にお
いてその担当する教育等に従事した者であって、当
該専門課程の修業年限と当該業務に従事した期間と
を通算して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 5

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 5

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高
度の実務の能力を有する者を想定）の数

5

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

https://asojuku.ac.jp/apc/anime/
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/
https://asojuku.ac.jp/apc/anime/


種別

①

③

－

（年間の開催数及び開催時期）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

カリキュラム内容については従来の流れで問題はないが、「アニメーション基礎」の授業ではアニメーター育成のために基礎
の動きの内容をもっと取り入れて基礎力の向上を図る必要があると意見をいただいた。
画面構成の能力は必須であるので「レイアウト演習Ⅰ、Ⅱ」で行う授業で身に着けてもらい、レイアウトやカメラワーク、人物
の動きについての理解や興味を持ってもらい、ポートフォリオに入れる作品作りに役立てていけるようにカリキュラム内容を
見直している。

岩村　剛士
ASOポップカルチャー専門学校
リーダー

令和5年4月1日～令和6
年3月31日（1年）

名　前 所　　　属 任期

ヤマサキ　オサム
一般社団法人　日本アニメーター・演出協会
理事

令和5年4月1日～令和6
年3月31日（1年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
　アニメ業界の動向や即戦力に必要な知識・技術を把握するために、アニメーション制作企業からのヒアリングを行う。更
に、当校での就職をサポートしている部署が企業に対してアンケートを実施し、それらの結果情報を元に、授業科目の開設
に関する検討を行う。
　教務部と就職担当で構成されたカリキュラム会議で、授業内容や方法を話し合い、カリキュラム案を作成し、教育課程編
成委員会で各方面からの意見をいただく。さらに、その意見を集約し、カリキュラム会議で授業科目の開設や授業方法の改
善としてまとめる。
　教育課程編成委員会は、本校教職員の他に、専攻分野に関する企業等の役職員または有識者２人以上の委員をメン
バーとする。年２回以上の会合を行い、次の各号に掲げる事項を審議し、授業科目の開設や授業方法の改善・工夫に生か
す。
　（１）カリキュラムの企画・運営・評価に関する事項
　（２）各授業科目の内容・方法の充実及び改善に関する事項
　（３）教科書・教材の選定に関する事項
　（４）その他教員としての資質能力の育成に必要な研修に関する事項
使用するハードウェアやソフトウェアに関しては、授業運営を実践する為に必要となるものを準備して効果的に授業を実施
する。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

　　専門性に関する動向や業界動向等について意見交換を行い、より実践的な職業教育の質を確保することを目的として
教育課程編成委員会を設置する。
　委員会では、前年度の取組みの結果を元に担当教員が作成したカリキュラム案を提示し、カリキュラムの企画・運営・評
価に関する事項ならびに各授業科目の内容・方法の充実及び改善に関する事項等について審議する。
　教育課程編成委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。
(１)教育課程の編成の責任者又はそれに準ずる者
(２)専攻分野に関する企業等の役職員又は有識者　2人以上
(３)委員会が必要と認める教員　1人以上
　教育課程編成委員会の意見は、各学科または各系のカリキュラム会議において、カリキュラムの改善（授業科目の新設、
改変や、授業方法の改善・工夫）などにできる限り反映する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

吉田　健 株式会社ピコナ　代表取締役社長
令和5年4月1日～令和6
年3月31日（1年）

令和5年7月31日現在

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（7月、11月）

（開催日時（実績））

令和5年度第2回　令和5年11月22日　16:30～17:00　※予定　2023年度新設のため
令和5年度第1回　令和5年7月5日　16:30～17:00



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

あにつく2022オンライン 連携企業等： 株式会社Too

2022年9月23日（金）〜9月25日（日） 対象： 徳永

企画制作Ⅱ

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
　学校法人麻生塾 教職員研修規程に基づき、教職員に対して研修を行う。
　教職員に対して、現在就いている職又は将来就くことが予想される職に係る職務の遂行に必要な知識又は技能等を修得させ、その遂行に必要な
教職員の能力及び資質等の向上を図ることを目的とする。
　専攻分野における実務に関する研修や、指導力の修得・向上のための研修を教職員の業務経験や能力、担当する授業科目や授業以外の担当業
務に応じて実施し、より高度な職務を遂行するために必要な知識を修得させる。また、教育課程編成委員会などの意見を元に作成したカリキュラム
を運用するために必要となる知識や技術と教員とのスキルを比較し、不足しているものを中心に研修計画を立てる。外部の教育機関が実施する研
修または企業等から講師を招いての研修を受講する。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

ファシリテーションの場面設定、意見の引き出し方、意見のまとめ方、板書のコツなど、対面授業時のファ
シリテーションのポイントについて学ぶ。

授業におけるファシリテーション研修 対面授業編 連携企業等： 株式会社ONDO

2023年8月24日（木） 対象： 坂本

②指導力の修得・向上のための研修等

ワコム製品を通じて、ゲーム・アニメ・CGなどクリエイティブ市場の最新概況、また制作環境や最新の技術
トレンドなどを学ぶ。

あにつく2023 連携企業等： 株式会社Too

2023年9月23日（土） 対象： 坂本

アニメ制作現場を支える最先端技術や制作テクニック、東映アニメーション㈱や㈱トリガー、㈱サンジゲン
等の各プロダクションの特色などを学ぶ。

連携企業等： 組織デザイン・ラボ

2022年8月17日（水） 対象： 徳永

令和5年6月20日（火） 対象： 坂本

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

WCCCクリエイティブコラボウェビナー『クリエイティブ業界
最前線2023』

連携企業等： 株式会社ワコム

テーマを設定し、企画から制作までの一連の流れを複数
人でのチームで行う。

polepoleLABO

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
　基礎知識を体系的に学習した学生に対して、実践能力を向上させる目的で研究テーマの選定や技術指導など、演習科目
を中心に企業等と連携した授業を実施する。実践的な技術指導を受けるだけでなく、技術者と直接コミュニケーションの機
会を多く持つように運用する。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

　実践で必要とされている知識や技術に関して企業で行われている現場のテクニックを学ぶ
アニメーションシステムの手法を学ぶべく「企画制作Ⅱ」の科目で、企画を含めた制作手法を授業に取り入れて頂く。各課題
テーマや進捗状況を企業と連携して環境を準備していく。
　演習修了時には、課題提示を行った企業の講師による学生の学習成果の評価を踏まえ、担当教員が成績評価を行う。

アニメ制作現場を支える最先端技術や制作テクニック、東映アニメーション㈱や㈱バンダイナムコフィルム
ワークス等の各プロダクションの特色などを学ぶ。

②指導力の修得・向上のための研修等

言いにくいこと言わなければならない場面を想定した事例を使って、相手も自分も尊重した伝え方について
学び、実践する。

アサーティブコミュニケーション



種別
高等学校
関係者

地域住民

卒業生

保護者等

企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

河原　洋 株式会社studio A-CAT　福岡支社　支部長
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（2年）

足立　憲一 株式会社ワコム　アカウントマネージャー
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（2年）

前田　大輔 コミックスマート株式会社　コンテンツ本部長
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（2年）

株式会社プロジェクトスタジオQ　代表取締役
社長

令和5年4月1日～令和7年3月
31日（2年）

森　瞭維智 株式会社FOREST Hunting One　代表取締役
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（2年）

吉田　健 株式会社ピコナ　代表取締役
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（2年）

久保　陽太 漫画家（個人事業主）
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（2年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 専修学校設置基準の遵守、学内諸規程の整備・運用、自己点検・評価、他

（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献、地域貢献、学生のボランティア活動の推奨、他

（１１）国際交流 留学生の受入れ、支援体制

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

大山　明
久留米市外三市町高等学校組合立三井中央
高等学校　学校長

令和5年4月1日～令和7年3月
31日（2年）

（３）学校関係者評価結果の活用状況
　技術の進歩の著しい業界にあって、育成人材像に沿った教育の整備・実施を継続してほしいとのご意見をいただく。
これを受けて本校では、教員個々の業務の幅を広げる為に「月次授業運営報告書」を導入し運用を行い、コマシラバス通り
の授業運営になっているかのチェックを行った。毎月の報告書に基づき授業進捗の確認することで、教員自身の振り返りに
も寄与した。

（１）教育理念・目標 法人の理念、学校の教育理念、学科の教育目的・育成人材像、他

（２）学校運営 運営方針、事業計画、人事・給与規程、業務効率化、他

（１）学校関係者評価の基本方針
　本校の基本方針に基づき、学校運営が適正に行われているかを企業関係者、保護者、地域住民、高校関係者等の参画
を得て、包括的・客観的に判定することで、学校運営の課題・改善点・方策を 見出し、学校として組織的・継続的な改善を図
る。また、情報を公表することにより、開かれた 学校づくりを行う。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

浦川　美代子 博多駅南１丁目１区自治会　自治会長
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（2年）

（６）教育環境 教育設備・教具の管理・整備、安全対策、就職指導室・図書室の整備、他

（７）学生の受入れ募集 ＡＰの明示、進路ニーズ把握、パンフレット・募集要項の内容、公正・適切な入試

（８）財務 財政的基盤の確立、適切な予算編成・執行、会計監査、財務情報公開

（３）教育活動 業界の人材ニーズに沿った教育、実践的な職業教育、教職員の資質向上、他

（４）学修成果 教育目的達成に向けた目標設定、事後の評価・検証、就職率、退学率、他

（５）学生支援 修学支援、生活支援、進路支援、卒業生への支援、他

※（１０）及び（１１）については任意記載。

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://asojuku.ac.jp/about/disclosure/doc/apc/2023/hyoka.pdf
公表時期： 令和5年9月29日

マンガ・イラスト・ＣＧ科ＣＧコース　卒業生
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（2年）

松尾　裕之 ゲーム・CG専攻科ゲーム専攻　保護者
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（2年）

今治　智隆 株式会社ヴァイス　代表取締役社長
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（2年）

瀧口　大介 株式会社マトリックス　福岡開発室 室長
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（2年）

大輪　健太郎

宮迫　靖 株式会社D・A・G　本部長
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（2年）

小林　浩康

https://asojuku.ac.jp/about/disclosure/doc/apc/2023/hyoka.pdf
https://asojuku.ac.jp/about/disclosure/doc/apc/2023/hyoka.pdf
https://asojuku.ac.jp/about/disclosure/doc/apc/2023/hyoka.pdf
https://asojuku.ac.jp/about/disclosure/doc/apc/2023/hyoka.pdf
https://asojuku.ac.jp/about/disclosure/doc/apc/2023/hyoka.pdf
https://asojuku.ac.jp/about/disclosure/doc/apc/2023/hyoka.pdf
https://asojuku.ac.jp/about/disclosure/doc/apc/2023/hyoka.pdf
https://asojuku.ac.jp/about/disclosure/doc/apc/2023/hyoka.pdf
https://asojuku.ac.jp/about/disclosure/doc/apc/2023/hyoka.pdf


５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（３）教職員 教員一覧及び実務家教員科目
（４）キャリア教育・実践的職業教育 就職サポート、GCB教育、企業連携

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
　本校の教育方針・カリキュラム・就職指導状況など学校運営に関して、企業等や高校関係者、保護者などに広く情報を提
供することで、学校運営の透明性を図るとともに、本校に対する理解を深めていただくことを目的とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 歴史、教育理念、教育目標、特色、５つの個性

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://asojuku.ac.jp/about/disclosure/apc/

https://asojuku.ac.jp/about/disclosure/
https://asojuku.ac.jp/apc/

公表時期： 令和5年7月31日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 事業報告書、貸借対照表、収支計算書、財産目録、監査報告書
（９）学校評価 自己点検・評価、学校関係者評価
（１０）国際連携の状況 留学生入学案内、留学生学べる分野、グローバル教育

（５）様々な教育活動・教育環境 学園祭、部活動・サークル活動、学外ボランティア
（６）学生の生活支援 生活環境サポート、留学生キャンパスライフ
（７）学生納付金・修学支援 学費とサポート、学習支援（各種支援制度）

（２）各学科等の教育 入学者受入れ方針、教育課程編成・実施方針、カリキュラム、就職実績
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1 ○ GCBⅠ

グローバル化がますます進む社会の中で、
感謝と思いやりをベースに高い人間力と、
世界で通用するグローバル感覚を持った人
材を目指す

1
前

15 1 ○ ○ ○

2 ○ 色彩技法Ⅰ
色の働き、光と色、色の表示を学び、作品
でのカラーカットなど実技を行い習得す
る。※色彩検定

1
前

30 2 ○ ○ ○

3 ○ 空間表現Ⅰ
遠近感表現、及び構図の取り方について、
様々なシチュエーションに合わせて表現す
る手法を学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

4 ○ 人体表現Ⅰ
人の骨格や筋肉の構造を理解し、様々な
ポーズを描く技術を習得する。

1
前

60 1 ○ ○ ○ ○

5 ○ 作画表現
ポートフォリオに使用するクロッキー素材
を作成し、1冊終了を目標とする。テーマを
週ごとに設けて行う。

1
前

30 2 ○ ○ ○

6 ○
レイアウト演
習Ⅰ

絵コンテに沿って、撮影するフレームに
キャラクターの配置や背景などの画面構成
の設計を行います。

1
前

60 4 ○ ○ ○

7 ○
アニメーショ
ン基礎

個別に作成した絵コンテを使用し、作品制
作に必要な全体の構成能力を学ぶ。コンテ
作成から完成までの一連の映像制作を経験
させることで、映像制作に必要な各セク
ションを認識させる。

1
前

180 12 ○ ○ ○

8 ○
デジタルワー
ク

映像編集ソフト『After Effects』を使用し
た映像の アニメーション制作やデジタル合
成やモーション・グラフィックス、映像効
果などの技法を同時に習得します。

1
前

30 2 ○ ○ ○

9 ○ GCBⅡ
国際人として、「夢」と「ビジョン」と
「志」を持ち、仕事に対する高い意識を
持った、世界に貢献できる人材を目指す

1
後

15 1 ○ ○ ○

10 ○ 就職実務
就職活動に必要な、身だしなみ・書類作
成・活動の仕方についての一連の流れを習
得する。

1
後

15 1 ○ ○ ○

11 ○ 色彩技法Ⅱ
色の働き、光と色、色の表示を学び、作品
でのカラーカットなど実技を行い習得す
る。※色彩検定

1
後

30 2 ○ ○ ○
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12 ○ 空間表現Ⅱ
遠近感表現、及び構図の取り方について、
様々なシチュエーションに合わせて表現す
る手法を学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

13 ○ 人体表現Ⅱ
人の骨格や筋肉の構造を理解し、様々な
ポーズを描く技術を習得する。

1
後

60 1 ○ ○ ○ ○

14 ○
ポートフォリ
オ制作

ポートフォリオ用の作品制作を行う。アナ
ログからデジタルまでの素材をブラッシュ
アップし、次年度の活動に向けて準備を行
う。

1
後

60 1 ○ ○ ○

15 ○
レイアウト演
習Ⅱ

絵コンテに沿って、撮影するフレームに
キャラクターの配置や背景などの画面構成
の設計を行います。

1
後

60 4 ○ ○ ○

16 ○
アニメーショ
ン制作

個別に作成した絵コンテを使用し、作品制
作に必要な全体の構成能力を学ぶ。コンテ
作成から完成までの一連の映像制作を経験
させることで、映像制作に必要な各セク
ションを認識させる。

1
後

150 3 ○ ○ ○

17 ○
キャリアデザ
インⅠ

自分の目指す業界についての造詣を深め、
生涯に渡って活躍できる人材像について学
習する。

2
前

60 4 ○ ○ ○

18 ○ ビジネス実務

就職（就活）前におさえておきたいビジネ
ス知識や社会人のマナーを学び、個人・
チームで働く為のスキルやビジネスマイン
ドを身につける。

2
前

30 2 ○ ○ ○

19 ○ 企画制作Ⅰ
オリジナル作品を中心にプロット・ネーム
からチェックや修正を繰り返し、商業誌コ
ンテスト受賞を視野に制作を行う。

2
前

90 2 ○ ○ ○

20 ○ 企画制作Ⅱ
オリジナル作品を中心にプロット・ネーム
からチェックや修正を繰り返し、商業誌コ
ンテスト受賞を視野に制作を行う。

2
前

90 2 ○ ○ ○ ○

21 ○ 企画制作Ⅲ
希望職種ごとに設定された課題の作成を行
う。クオリティとスピードの両立を図って
いく。

2
前

90 2 ○ ○ ○

22 ○
実践技術研究
Ⅰ

自分の目指す業界についての造詣を深め、
生涯に渡って活躍できる人材像について学
習する。

2
前

90 6 ○ ○ ○

23 ○
キャリアデザ
インⅡ

これまで習得してきた技術を使い業界に通
用する作品を制作して受賞を目標にする。

2
後

60 4 ○ ○ ○
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24 ○ 卒業制作Ⅰ
これまで習得してきた技術を使い業界に通
用する作品を制作して受賞を目標にする。

2
後

90 2 ○ ○ ○

25 ○ 卒業制作Ⅱ
希望職種ごとに設定された課題の作成を行
う。クオリティとスピードの両立を図って
いく。

2
後

90 2 ○ ○ ○

26 ○ 卒業制作Ⅲ
オリジナル作品を中心にプロット・ネーム
からチェックや修正を繰り返し、商業誌コ
ンテスト受賞を視野に制作を行う。

2
後

90 2 ○ ○ ○

27 ○
実践技術研究
Ⅱ

これまで習得してきた技術を使い業界に通
用する作品を制作して受賞を目標にする。

2
後

90 6 ○ ○ ○

27

期

週

合計 科目 75 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

15

卒業要件：
・2年以上在学し必須科目と選択科目から62単位以上を修得している
こと
・学生としてふさわしい生活態度である事

履修方法： ・各学年に指定された必須科目及び選択科目を履修すること

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）


